















― 郵送質問票調査の結果 ― 
 
 
















(Grant, 1991; Zander and Kogut, 1995)。企業が
有する競争力は，企業が組織内で知識を効率的か
つ効果的に創造し，活用する能力に大きく依存し






































































表 1  知識の移転の頻度 
 度数 平均値 標準偏差 度数 平均値 標準偏差
在庫管理 84 3.49 1.73 84 3.06 1.63
製造 83 3.87 1.77 82 3.51 1.72
配送 78 3.63 1.84 81 3.05 1.72
マーケティング 92 3.78 1.73 90 3.63 1.76
顧客サービス 92 4.01 1.69 92 3.73 1.62
マネジメント・システム 93 3.84 1.42 92 3.68 1.68
人材開発 90 3.99 1.56 89 3.45 1.72
製品設計 85 3.79 1.96 83 3.51 1.74
プロセス設計 79 3.76 1.90 78 3.46 1.84



































































































表 2  知識の暗黙性の程度 
 度数 平均値 標準偏差
在庫管理 73 4.31 1.24
製造 72 4.61 1.32
配送 68 4.05 1.38
マーケティング 81 3.39 1.25
顧客サービス 80 4.28 1.36
マネジメント・システム 80 3.53 1.39
人材開発 78 3.70 1.44
製品設計 74 4.69 1.18
プロセス設計 72 4.68 1.31




















































均値と標準偏差は表 4 に示すとおりである。 



























表 4  予算への参加の程度 
 度数 平均値 標準偏差 
予算設定のさいに関与する部分 91 6.00 1.27 
予算修正に際しての上司からの理由付け 91 4.98 1.48 
予算に関連してあなたから提起される議論の頻度 91 5.27 1.46 
予算への影響力 90 5.33 1.52 
予算への貢献の程度 91 5.71 1.36 
予算設定の際に考慮すべき項目が事前に与えられる範囲 91 4.89 1.21 
上司から提起される議論の頻度 91 4.86 1.32  
予算のタイトネス 
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表 5  事業部長の予算参加の程度と知識の獲得の頻度との間の関係 
 (a) (b) （ｃ） （ｄ） (e) (f) (g) (h) (i)
(a)予算設定のさいに関与する部分 0.294 ** 0.573 *** 0.657 *** 0.731 *** 0.195 0.251 * 0.329 ** 0.293 **
91 91 90 91 91 91 91 91
(b)予算修正に際しての上司からの理由付け 0.485 *** 0.241 * 0.239 * 0.390 *** 0.492 *** 0.252 * 0.311 **
91 90 91 91 91 91 91
(c)予算に関連してあなたから提起される議論の頻度 0.592 *** 0.571 *** 0.288 ** 0.464 *** 0.222 * 0.324 **
90 91 91 91 91 91
(d)予算への影響力 0.768 *** 0.189 0.202 0.229 * 0.223 *
90 90 90 90 90
(e)予算への貢献の程度 0.163 0.268 * 0.265 * 0.284 **
91 91 91 91
(f)予算設定の際に考慮すべき項目が事前に与えられる範囲 0.513 *** 0.420 *** 0.430 ***
91 91 91








































表 6  上司による評価 
 度数 平均値 標準偏差
職務に注ぐ努力 92 3.50 0.97
生み出した利益 92 4.71 0.52
品質への関心 92 3.95 0.91
予算達成 92 4.45 0.80
部下との関係 92 3.18 0.98
効率的な職務の達成 92 3.61 0.90
態度 92 3.61 0.85














得のできる結果であろう（表 7 参照）。 
次に，事業部長の知覚している上司による評価
項目の強調の程度と知識の獲得の頻度との間の関
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表 7  上司による評価と知識の移転の頻度との間の関係 
 (a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) (h) (i) (j)
(a)生み出した利益 0.428 *** 0.314 ** 0.106 0.076 0.057 -0.038 -0.073 0.034 0.066
92 92 92 92 92 92 92 92 92
(b)品質への関心 0.215 * 0.258 0.144 0.054 0.072 0.050 0.097 0.221
92 92 92 92 92 92 92 92
(c)予算達成 0.145 0.248 * -0.197 0.001 0.125 0.146 0.138
92 92 92 92 92 92 92
(d)部下との関係 0.584 *** 0.616 *** 0.508 *** 0.653 *** 0.405 *** 0.469 ***
92 92 92 92 92 92
(e)職務に注ぐ努力 0.391 *** 0.574 *** 0.496 *** 0.188 0.154
92 92 92 92 92
(f)効率的な職務の達成 0.600 *** 0.430 *** 0.115 0.201
92 92 92 92
(g)態度 0.583 *** 0.133 0.114
92 92 92























表 8  報酬システムの設計 
 度数 平均値 標準偏差
事業部業績との連動割合 93 38.12 24.16
グループ業績との連動割合 93 13.43 18.46
全社業績との連動割合 93 44.79 25.80























表 9  報酬システムの設計と知識の移転の頻度 
 知識の獲得の頻度 知識の提供の頻度
(a)事業部業績との連動割合 -0.133 -0.177 ╂
93 93































 度数 平均値 標準偏差
総利益 91 5.89 1.37
投資収益率(ROI） 90 4.29 2.12
マーケットシェア 91 3.90 1.90
顧客満足 92 3.22 1.77
在庫管理の効率性 91 3.82 1.73
製造の効率性 90 3.77 1.88
適時配送 90 3.12 1.68
市場開発 91 2.95 1.36
人材開発 92 3.28 1.51
新製品開発 90 3.67 1.68
















チマーク目的での利用の 2 つに分け， 7 点リッカ
ート・スケールでそれぞれの目的の当該組織での
妥当性についてたずねている。 1 は｢全く異なる｣





 度数 平均値 標準偏差
トップによる評価目的 92 4.07 1.72















評価目的 0.170 0.256 ＊
92 92






































































































































































 度数 平均値 標準偏差
協力 93 5.51 1.42






















4 は「いくらか改善した」ことを， 7 は「顕著に
改善した」ことを示している。 
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表17 協力･競争の強調の程度と知識の移転の頻度との関係 
 協力 競争 知識の獲得の程度 知識の提供の頻度
協力の強調 0.150 0.400 *** 0.360 ***
93 93 93
競争の強調 0.251 * 0.288 **
93 93





 度数 平均値 標準偏差
利益 92 4.90 1.82
投資収益率(ROI） 88 4.61 1.69
マーケット・シェア 90 4.26 1.29
顧客満足 93 4.43 1.09
在庫管理の効率性 92 4.57 1.29
製造の効率性 90 4.79 1.19
適時配送 91 4.35 1.15
市場開発 89 4.33 1.39
人材開発 93 3.99 1.33
製品開発 90 4.51 1.33






































 利益 ROI MS 顧客満足 在庫管理 製造 適時配送 市場開発 人材開発 製品開発 購買の効率性
知識の獲得 0.152 0.206 0.325 ** 0.311 ** 0.202 0.239 * 0.205 0.256 * 0.248 * 0.237 * 0.389 ***
92 88 90 93 92 90 91 89 93 90 90
知識の提供 0.122 0.171 0.301 ** 0.349 ** 0.145 0.255 * 0.179 0.283 ** 0.182 0.213 * 0.365 ***
92 88 90 93 92 90 91 89 93 90 90











































































Gupta and Govindarajan (2000)の研究との比較可能性
を主に考慮している。 
4) アメリカ企業 12社の 54の事業部を対象とした
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